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場模型の centralchargeであり､(3)はsl(2)の m+1次元既約表現 (卑下Vm と書
く)の指榛のべき根における特殊値である.和公式 (1)は､量子群 Uq(sZ(2))に付随
するある可解格子模型 【4】のcentralchargeを熱力学的ベーテ仮説法 (TBA)を用い
て計算する際 【5ト 最終ステ･yプで用いられるo定義から次の関係式が自明に従 う.
Q乙-a,A+10m_1+1. (4)
これは､単にcharacteridentityの例であって､Vm⑳Vm-Vm+1⑳ Vm_1⑳Voか
らも自然｡ここでは (4)を Q-system と呼ぶことにする0
2.y-system
T革A の解析をする際いわゆる stringhypothesisとして､Betheansatz方程
式 の解の patternを仮定する事が しば しば行われる｡この hypothesisは模型や
考える parameter領域の詳細に依る｡ ここでは､【5】で考え られた状況を想定 し
て､長 さ m の stringとholeの密度関数をそれぞれpm(u),qm(u)としてその比
看 ym(u)-pm(u)/qm(u)とおく｡すると 自由エネルギー極小の必要条件 として､
Ym(u)についての非線型積分方程式が導かれる｡これはTBA方程式と呼ばれるも
























方程式｡この RSOS模型 (正確には､その m-βの場合に付随する1次元量子スピ
ン模型)に対するTBA方程式の高温極限がY-system(5)で､Ym(u)とはm-string
とm-holeの密度関数の比｡TBA解析の最終ステップで用いるdilogarithm和公式













｢T-system は QISyStem のYang-Baxterizationであって､
その特殊な組み合わせが y-systemの解となるものである｡｣
ー 71 3 -
研究会報告
5.Xrへの一般化
ここまでの話は明らかに sZ(2)の場合であった｡一般の古典単純 リー環 X,(r:
ランク)の時はどうであろうか.幸い､Q-system は 【7ト Y-system
てその一般形が既知である｡(対応する dilogarithm 柏公式の予想は











｢q-analogue｣については 【111参照｡)T-system はX,-sZ(r+1)の時は 【121から
導出する事ができ､前節最後に述べた observationがそのまま成立する事が証明で
きる0-万､Xr≠st(r+1)の場合は､付随する可解格子模型の転送行列間関数方程
式は全 く未知であり､従ってT-system もそうである. しかLobservationの対応を






TLa'(u言 )TLa'(u+主)-Tiall(u)Tiall(u).gLa'(u)Ill(a,b,m,u)Icb, (7a)ia′"A､Iia b=1




×TA (u)TA (u) f.rh5=､′干 ､′ ia
-T字(u-;)Tg'(u)Tg'(u.言)
xTa (u-;)Ta (u･;)T3 (u)














成立すると考えられる｡ (RSOSの場合は､m の範囲にある制限が付 く｡詳 しくは
【1】｡)






a番目の基本表現の m 階対称テンソル表現のYangiananalogueで､X,加群 とし
ての既約成分の リス トや重複度まで Bethe方程式か ら決定することができている｡
Q-system の役者 (彊)はこの Yangian加群の (X,加群 としての)指標 に他なら
ない｡
最 も本質的なのは4節のobservationの内在的な機構を解明する事である｡実
はT とQ-system の関係に? いては (sl(2)で rationalまたは trigonometricな場
合は)Y(sl(2))または Uq(sl(2))加群の完全系列を用いて自然な表現論的説明を与




T-system を様々な物理量の計算に応用す る事 も可能である｡ 実際 【21では､
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